
十
九
琶
紀
前
壁
の
佛
蘭
西
書
壇
に
於
け
ろ

爲
實
主
義
の
攣
遷
（
二
）

小
林
太
市
郎

477

　
　
　
　
剛
嗣
「
　
佛
蘭
西
革
命
ご
ダ
ヴ
イ

　
佛
蘭
西
革
命
の
時
代
、
及
び
、
そ
の
前
後
に
わ
π
つ
て
、
多
数
の
政
治
課
刺
留
滞
書
の
世
に
あ
ら
は

れ
た
こ
ご
は
人
の
知
る
慮
で
、
今
も
、
キ
ャ
ル
ナ
ブ
レ
博
物
館
や
、
ビ
ブ
ソ
田
面
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
、

其
頃
の
版
叢
を
、
年
を
逐
ふ
て
、
概
て
行
く
ご
、
宛
然
、
三
民
議
會
の
混
概
か
ら
、
恐
怖
時
代
を
経
、
統
領
政

治
に
到
る
種
々
の
事
件
が
、
眼
前
に
綴
起
し
、
展
開
さ
れ
る
想
ひ
が
す
る
。

　
版
書
は
、
そ
の
大
さ
紙
面
切
り
こ
限
ら
れ
、
経
っ
て
、
原
書
を
描
く
に
時
日
を
要
せ
す
、
且
、
一
時
に
多

量
印
刷
さ
れ
・
得
る
か
ら
、
事
件
の
興
味
の
泡
の
心
え
ぬ
聞
に
、
製
作
さ
れ
、
廣
布
さ
れ
る
。
　
こ
れ
が
、
「
革

命
」
の
や
う
に
事
件
の
豊
富
な
時
代
に
、
佛
蘭
西
人
の
や
う
に
颯
刺
ご
好
叢
ご
の
癖
を
有
す
る
國
民

の
間
に
、
多
く
作
ら
れ
、
持
て
離
さ
れ
だ
こ
ご
拡
怪
む
に
足
り
な
い
。

　
し
か
し
、
常
時
の
調
刺
的
論
叢
の
豊
富
な
の
に
較
べ
て
、
斎
く
當
時
の
事
件
に
材
を
取
つ
だ
油
絡
、

　
　
　
　
＋
九
世
紀
前
牛
の
佛
蘭
西
霊
塩
に
於
け
る
爲
實
主
義
の
害
悪
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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折
麟
学
研
｛
発
餓
躍
百
三
十
閃
…
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
点
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ズ
パ
ン
ば
ア
ユ
ル

或
は
、
デ
ツ
ラ
ム
プ
蚕
．
穿
ち
、
普
遍
、
「
絵
…
書
こ
ご
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
ま
こ
ご
に
、
砂
い
。
　
こ
れ
は
、
所
謂
「
絵
…
叢
」

の
、
そ
の
完
成
に
相
當
の
日
月
を
要
し
、
「
革
命
あ
如
・
＼
事
件
の
昌
ぐ
る
ま
し
く
展
開
さ
れ
た
時
代
に

あ
っ
て
は
、
製
作
の
間
に
、
そ
の
興
味
、
帥
ち
、
當
時
に
於
け
る
そ
の
存
在
の
理
由
を
失
っ
て
し
ま
ふ
こ

ε
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
適
例
は
ダ
ヅ
イ
の
謬
冒
乙
。
娼
m
ξ
諺
ρ
で
、
彼
が
之
に
着
手
し
た
一
七
九
〇
年
の
孚
頃
に
、
革

命
の
先
駆
こ
し
て
衆
望
を
負
ひ
、
從
っ
て
、
此
絡
の
最
前
列
に
あ
ら
は
さ
れ
て
み
だ
掛
ω
ω
§
げ
冨
8
学

藻
5
三
。
の
議
員
の
多
数
は
、
そ
の
製
作
の
未
だ
絡
ら
澱
…
七
九
一
年
十
月
の
〉
ω
肋
9
琶
ひ
δ
σ
q
芭
薮
く
。
で

．
ほ
、
す
で
に
、
保
守
反
動
の
群
ご
し
て
排
斥
さ
れ
、
ひ
い
て
、
書
か
れ
る
興
味
ε
債
値
ε
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
，
叢
は
、
途
に
、
此
絡
を
完
成
し
な
か
っ
た
○
但
、
そ
の
豊
稿
は
、
い
ち
は
や
く
、
版
に
刻
さ
れ
て
、

此
等
の
入
物
の
未
だ
聲
望
を
有
し
て
み
た
時
代
に
、
数
多
く
頒
布
さ
れ
て
る
る
。

　
尤
も
．
困
。
｝
2
〔
δ
寄
毒
冨
の
給
は
、
そ
の
高
さ
、
四
米
突
、
長
さ
、
六
書
門
々
〇
、
前
列
に
あ
ら
は
す
等
身

の
入
物
三
十
徐
に
上
っ
た
の
で
、
そ
の
・
製
作
の
進
捗
が
革
命
の
縛
礎
に
俘
は
な
か
っ
た
の
は
、
寧
ろ
、

當
然
で
あ
っ
元
ご
云
へ
る
○
し
か
し
、
書
面
が
之
よ
り
小
さ
く
、
入
物
の
数
が
勘
・
＼
殊
に
、
そ
れ
が
～

入
で
、
し
か
も
、
着
手
の
時
に
既
に
生
存
し
て
み
な
い
も
の
な
ら
ば
。
製
作
の
敏
速
を
得
る
ご
同
時
に
、

そ
の
人
物
は
、
死
ん
だ
ε
云
ふ
こ
ご
か
ら
、
『
種
永
遠
の
興
味
を
失
は
な
い
の
で
、
此
等
の
條
件
に
あ



載9

ふ
や
う
な
「
絡
書
」
は
、
版
書
で
な
く
ε
も
、
郎
．
ち
、
そ
の
完
成
に
幾
週
か
を
要
す
る
抽
絡
の
類
で
あ
っ
て

も
、
猫
、
此
時
代
に
書
か
れ
、
撒
迎
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ダ
ヅ
イ
が
「
革
命
」
の
事
俘
を
扱
っ
た

絡
書
は
、
導
秘
2
今
｝
、
〔
葦
蓉
を
除
け
ば
、
皆
、
悉
く
、
此
等
の
條
件
を
満
足
さ
し
、
決
し
て
、
そ
の
外
に
出
て

み
な
い
。

　
ダ
ヴ
イ
の
外
に
も
「
革
命
あ
事
件
を
書
い
た
書
家
は
あ
り
．
彼
等
の
作
は
、
今
も
、
ヴ
．
エ
ル
テ
イ
ユ
宮

の
書
廊
等
で
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
藝
術
品
ご
し
て
の
慣
値
の
程
度
は
此
等
を
以
っ
て
美
術
吏
的
研

究
の
材
料
と
す
る
の
を
、
甚
く
、
躊
躇
せ
し
め
る
。
（
…
）
の
み
な
ら
す
、
本
稿
は
、
た
や
、
此
時
代
、
及
び
、
其
以
後

の
寓
實
主
義
の
愛
遷
の
概
要
を
、
極
く
重
要
な
作
品
の
み
に
よ
っ
て
池
っ
て
行
か
う
こ
す
る
の
で
、

そ
の
扱
ふ
時
代
の
寓
實
叢
を
、
残
さ
す
、
刻
羅
し
や
う
こ
す
る
の
は
そ
の
目
的
で
な
い
○
（
二
）
故
に
、
書
壇

の
大
勢
に
殆
ん
．
ε
配
し
な
い
此
等
書
家
ε
其
作
品
ご
は
、
叢
に
、
除
外
し
、
淀
“
、
そ
の
藝
術
的
償
値
か

ら
も
、
歴
史
上
か
ら
も
、
最
も
重
要
な
ダ
ヅ
イ
の
寓
覚
書
の
み
に
就
て
考
へ
て
行
く
こ
ご
、
す
る
。
（
き

　
ダ
グ
イ
が
「
革
命
あ
事
件
に
興
昧
を
有
し
た
の
は
、
唯
、
傍
魏
者
の
好
奇
心
か
ら
で
な
ぐ
、
更
に
、
彼
が

そ
の
中
の
或
も
の
を
書
い
た
の
は
、
軍
に
、
皇
家
こ
し
て
の
製
作
欲
を
満
足
さ
す
爲
で
も
な
か
っ
た
。

彼
は
、
藻
琴
、
甚
一
、
吃
音
で
、
意
志
表
示
の
機
關
に
故
障
を
有
す
る
多
く
の
入
物
の
襟
に
、
皆
野
、
偏
荻
で

あ
っ
た
が
、
同
道
、
に
、
威
激
、
熟
狂
の
性
質
を
有
．
し
、
革
命
家
の
狂
熟
朗
言
僻
に
、
容
易
に
、
魅
了
さ
れ
て
，
自

　
　
　
　
十
九
没
紀
前
牛
の
佛
覇
西
霊
壇
に
於
け
る
爲
費
主
義
の
墾
蓬
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



娚
　
　
　
藁
箋
筈
三
＋
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
入

　
ら
「
革
命
」
の
渦
申
に
投
じ
、
そ
の
一
急
先
鉾
こ
な
る
に
到
っ
て
み
る
。
　
そ
し
て
、
彼
の
此
時
期
の
絃
書

　
は
、
い
つ
れ
も
、
そ
の
革
命
家
ご
し
て
の
主
義
、
固
執
，
生
活
に
、
直
接
、
交
渉
の
あ
っ
た
事
件
を
捉
へ
た
も

　
の
で
、
彼
は
之
を
、
軍
に
叢
家
ε
し
て
v
な
く
、
又
、
革
命
家
ド
｝
し
て
，
扱
っ
て
み
る
の
で
あ
る
○
赦
に
、
ダ

　
ヅ
ィ
の
革
命
時
代
の
爲
實
書
を
、
そ
の
當
時
に
於
け
る
作
者
の
心
裡
に
感
心
し
て
、
理
解
す
る
爲
に

　
は
、
革
命
家
こ
し
て
の
彼
の
態
度
ご
、
そ
の
経
歴
の
大
膿
ご
を
知
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
巴

　
　
書
壇
に
於
け
る
ネ
オ
・
　
ラ
シ
ジ
ズ
ム
の
確
定
的
勝
利
を
標
す
も
の
ご
さ
れ
る
目
。
ω
。
§
2
答
α
。
。
。

　
鵠
霞
p
8
0
（
一
七
八
四
年
）
の
後
に
、
ダ
ヅ
イ
は
鍔
竃
。
呪
物
。
ω
O
o
舜
⑦
（
一
七
八
七
年
、
∩
o
垂
葉
〇
二
羨
舘
。
び
｛
）

　
ヒ
d
門
鼻
霧
（
一
七
入
九
年
、
ル
ウ
ヅ
ル
美
術
館
藏
）
等
を
書
い
て
み
る
が
、
此
等
は
い
つ
れ
も
、
第
二
節
に
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
べ
た
や
う
な
當
時
の
風
潮
に
全
く
合
す
る
も
の
で
、
大
い
に
世
の
獣
迎
を
得
、
彼
は
、
貞
ら
、
書
界
の
新

　
派
の
首
領
た
る
地
位
を
占
め
る
や
う
に
な
っ
た
。
然
る
に
、
霞
。
茜
8
u
・
に
せ
よ
、
O
Q
O
9
舞
。
に
せ
よ
、
等

　
．
く
、
古
代
市
民
が
彼
等
の
共
和
國
に
訳
す
る
犠
牲
の
行
爲
を
あ
ら
は
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
一

　
心
入
九
年
五
月
．
軍
命
」
が
勃
諭
す
る
ご
、
此
等
は
、
皆
、
建
設
さ
る
べ
き
佛
蘭
西
共
和
國
の
市
民
に
、
そ

　
の
模
範
を
、
重
め
、
示
し
た
も
の
こ
解
さ
れ
、
世
人
は
、
ダ
ヅ
イ
の
言
忌
書
に
濡
鼠
的
贋
値
を
認
め
、
彼
を
、

　
革
命
の
一
先
騙
ご
し
て
、
持
て
下
す
に
到
っ
た
。
　
そ
し
て
此
面
、
帥
ち
、
一
七
入
九
年
の
サ
ロ
ン
で
、
彼

　
の
】
W
二
量
ω
な
大
成
功
を
謹
め
、
此
絡
を
槻
、
そ
の
あ
ら
は
す
共
和
聖
徳
に
戚
激
す
る
こ
ビ
は
、
サ
℃
ン



・4Sl

開
會
の
間
の
、
巴
里
人
の
最
も
重
要
な
行
雲
の
一
つ
で
あ
る
窺
を
呈
し
た
。
（
五
）

　
斯
か
る
駿
勢
で
あ
っ
た
か
ら
，
一
七
九
〇
年
の
宇
頃
、
ジ
ヤ
コ
バ
ン
蕪
が
冒
三
。
病
毒
δ
の
會
議
を

記
念
す
る
絡
を
作
ら
す
の
に
、
之
を
ダ
ヅ
ィ
に
依
頼
し
た
の
は
、
極
め
て
、
自
然
な
こ
ご
で
あ
っ
た
の

で
．
此
關
係
か
ら
、
ダ
ヅ
ィ
は
、
ジ
ヤ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
、
繁
く
、
出
入
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一

七
九
二
年
九
月
，
彼
は
、
巴
里
か
ら
選
出
さ
れ
て
、
∩
o
ミ
。
孟
9
ご
了
す
一
帯
庁
，
の
議
員
ε
な
っ
た
。
ご
お
。
暑
。
薮
§

で
は
、
ダ
ヅ
イ
は
、
最
左
翼
の
［
山
嶽
蕪
」
の
中
に
入
り
、
路
易
十
六
世
の
死
刑
に
賛
成
投
票
し
、
ジ
ロ
ン
ー
3

蕪
が
マ
ラ
ア
を
排
撃
し
た
時
に
は
、
吃
辮
を
以
っ
て
極
力
、
彼
を
庇
っ
て
み
る
。
斯
か
る
帯
心
は
、
大

い
に
、
山
嶽
蕪
の
信
望
を
ダ
ヅ
ィ
に
あ
つ
め
、
殊
に
ロ
ペ
ス
ビ
エ
ル
は
、
ダ
ヅ
ィ
の
利
用
す
べ
き
を
知

っ
て
、
常
に
彼
を
助
け
、
屡
々
、
彼
に
重
要
な
位
置
を
與
へ
た
。
　
撃
ち
、
一
七
九
三
年
九
月
に
、
ダ
ヴ
ィ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヴ
オ
オ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
サ
ユ
ヴ
オ
ア
ズ

∩
9
託
嵐
牙
ω
鋳
δ
篇
σ
q
9
一
ひ
邑
○
の
一
員
ε
な
り
、
革
命
暦
二
年
の
雪
月
十
六
日
か
ら
雨
月
一
旦
一
七
九

四
年
一
月
五
日
か
ら
二
十
ロ
）
へ
か
け
て
は
、
ド
9
∩
o
暑
9
酢
δ
昌
属
鼠
。
一
士
。
の
議
長
を
努
め
て
み
る
。
ダ

ヅ
イ
は
・
ベ
ス
ピ
エ
ル
の
こ
の
知
遇
に
甚
一
威
激
』
全
文
彼
に
魅
せ
ら
れ
て
看
名
な
先
規
九
日

の
前
日
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ル
が
ジ
ヤ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
で
最
後
の
演
説
を
し
だ
時
に
は
、
難
山
び
。
同
。
。
ぎ

。
喧
幽
甘
㌶
ぴ
簿
p
ゴ
蜜
．
8
仲
。
團
ご
叫
ん
で
み
る
。
（
」
！
）
そ
し
て
、
そ
の
翌
日
、
帥
ち
熱
月
九
日
の
急
墾
ε
、
同
夜

中
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ル
の
殺
鐵
ご
、
も
に
、
革
命
家
ご
し
て
の
グ
ヅ
イ
の
経
歴
は
絡
っ
て
み
る
の
で
、

　
　
　
　
十
九
世
絶
喬
雫
の
佛
蘭
西
畿
境
に
於
け
る
爲
賞
主
義
の
墾
遽
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



・2Je　2

　
　
　
　
哲
墨
∴
瞬
究
維
果
｝
慨
一
二
十
瞬
薫
籏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○

彼
膚
身
の
危
く
、
ギ
ロ
チ
ヌ
を
免
れ
た
の
は
、
病
氣
の
爲
，
此
日
の
∩
o
毫
9
叶
す
μ
に
出
席
し
な
か
っ
た

か
ら
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ハ
七
）

　
革
命
家
こ
し
て
の
ダ
ヅ
イ
は
、
政
治
的
に
、
何
等
の
業
蹟
を
残
し
て
み
な
い
の
で
、
佛
蘭
西
革
命
の

政
治
史
は
，
彼
を
除
外
し
て
、
完
全
に
成
立
し
得
る
。
殊
に
、
革
命
家
に
最
も
必
要
な
演
説
は
、
生
來
の

吃
音
か
ら
、
彼
の
甚
く
不
得
意
ご
し
た
庭
な
の
で
、
6
0
ミ
。
言
9
に
於
い
て
も
、
多
く
の
場
合
、
言
語
を

な
さ
な
い
奇
聲
、
怒
號
を
登
し
て
、
賛
成
、
反
心
の
意
を
示
す
に
止
ま
っ
て
み
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、

比
較
的
長
く
衆
望
を
持
宿
し
、
重
要
な
地
位
に
在
り
得
た
の
は
、
そ
の
索
書
の
此
時
代
に
印
し
た
戚

銘
の
深
さ
に
よ
る
に
露
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ダ
ヅ
イ
の
革
命
書
に
直
接
の
両
建
ご
カ
ご
を
與
へ

た
黙
か
ら
概
れ
ば
、
彼
の
政
治
生
活
も
、
亦
、
無
用
で
な
か
っ
た
ご
云
へ
る
。

　
ダ
ヅ
’
4
が
革
命
の
事
件
を
取
四
つ
た
絡
蚕
は
、
b
o
ω
c
§
9
幹
垂
心
瓢
琴
響
動
｝
5
群
動
能
H
』
℃
o
旧
ζ
M
。
♪

罫
票
き
及
び
、
甘
旨
冨
］
W
〔
毒
の
四
個
に
過
ぎ
す
、
し
か
も
、
此
う
ち
最
初
ご
最
後
と
の
も
の
は
未
完
成

の
ま
、
で
、
第
二
は
現
存
し
な
い
○
（
八
）
し
か
し
、
此
等
は
、
皆
、
最
も
嚴
密
な
意
味
に
於
け
る
爲
實
の
意
志

ご
主
義
ご
に
よ
っ
て
叢
か
れ
て
る
る
の
で
、
十
九
世
紀
の
佛
焦
電
、
ひ
い
て
欧
頻
書
壇
に
於
け
る
寓

實
∵
王
義
蓮
動
の
言
々
た
る
先
騙
を
な
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
ピ
。
旨
魯
n
汀
甲
、
量
【
葎
ε
は
、
古
代
模
倣
書
を
、
專
ら
、
豊
い
て
る
た
グ
ヅ
イ
が
、
馬
丁
の
、
真
際
の
事
件
を
扱



　
つ
だ
最
初
の
作
で
あ
る
が
、
既
に
、
弦
に
、
半
在
の
正
確
な
描
毘
を
求
め
て
止
ま
な
い
「
昏
々
主
義
一
の
精

　
棘
は
、
極
め
て
、
強
く
あ
ら
は
れ
て
み
る
。
グ
ヅ
イ
以
前
に
あ
っ
て
は
、
同
時
代
の
事
件
を
、
此
檜
の
や

　
う
に
贋
∵
大
、
な
叢
面
に
，
あ
ら
は
す
に
は
、
そ
れ
を
簡
軍
化
し
、
滞
在
の
複
雑
な
關
…
係
を
数
個
の
比
…
喩
的

　
入
物
に
要
約
し
て
、
以
っ
て
、
書
面
の
威
嚴
ご
統
一
ど
を
保
つ
の
が
常
で
あ
っ
た
。
た
ご
へ
ば
、
ル
ク

　
ペ
ン
ス
の
「
マ
ソ
イ
・
ヅ
、
メ
デ
ィ
チ
の
一
生
」
は
、
孕
る
比
喩
的
簡
輩
化
の
、
最
も
、
三
四
な
一
例
で
あ
る
。

　
然
る
に
、
り
。
｝
2
（
ぽ
㌘
三
戸
δ
に
於
い
て
、
グ
ヅ
イ
は
、
こ
の
便
法
ご
全
く
絶
縁
し
、
實
際
あ
っ
た
通
う
の

　
其
時
の
光
景
を
、
そ
れ
に
墾
均
し
た
實
在
の
入
物
判
そ
れ
を
撃
て
み
た
群
集
こ
の
み
で
、
そ
の
事
件

　
の
超
つ
元
場
所
の
う
ち
に
、
努
め
て
、
正
確
に
、
轟
現
し
て
み
る
。

　
　
邸
ち
、
そ
の
手
筆
の
大
軍
を
云
へ
ば
、
書
面
の
中
央
、
卓
上
に
突
立
ち
、
右
手
を
畢
げ
て
全
衆
の
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
を
喚
ぶ
議
長
洲
迂
ξ
を
中
心
こ
し
、
そ
の
左
右
か
ら
、
手
を
伸
べ
て
之
に
癒
す
る
六
百
の
議
員
は
、
臼

　
ら
、
完
全
に
、
此
中
心
、
i
H
薮
ξ
の
入
物
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
み
る
。
卓
の
前
方
、
稽
、
左
寄
り
に
、

　
菩
ま
Q
δ
㈹
○
マ
ρ
（
δ
ヨ
O
O
門
H
ρ
多
○
ぴ
p
銭
（
げ
ω
母
港
－
属
目
三
δ
の
相
擁
す
る
｝
群
が
あ
り
、
三
民
協
和
の
理
想
ご

　
實
ε
を
示
す
ご
同
時
に
、
三
人
の
互
に
信
ず
る
落
藩
い
た
威
激
の
態
度
は
、
手
掌
全
膿
の
與
へ
る
熱

　
狂
の
印
象
ご
好
個
の
樹
比
を
な
し
、
且
、
之
を
適
度
に
緩
和
し
て
み
る
。
此
「
群
に
封
し
て
、
前
刺
左

　
端
に
は
、
不
具
の
老
議
員
ご
之
を
助
け
る
僚
友
ご
の
一
二
、
同
く
右
隅
に
は
、
投
票
を
拒
む
諸
韓
陣
ぎ
得

娚
　
　
　
究
世
需
苫
欝
轟
習
於
け
急
帰
塁
讐
蒙
（
ご
）
　
　
　
　
　
さ



蝿
　
　
　
藁
箋
筈
三
志
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
≧
窪
及
び
、
彼
を
園
む
人
物
の
群
が
あ
っ
て
，
三
面
下
部
の
爾
端
を
括
っ
て
み
る
。
　
そ
の
上
部
左
右

　
隅
に
は
、
高
廊
に
押
合
っ
て
下
の
景
況
を
観
る
群
集
が
あ
ら
は
さ
れ
て
、
高
い
壁
ご
天
井
ご
の
軍
調

　
を
、
宜
し
く
、
賑
は
し
て
み
る
。

　
　
嶺
由
の
女
話
や
、
「
ラ
・
コ
ン
コ
ル
ド
」
の
類
は
此
絡
の
何
塵
に
も
見
出
だ
さ
れ
な
い
。
冒
W
艶
嘗
は
、
ユ

　
フ
ィ
ス
の
姿
も
籍
ら
す
、
キ
ト
ン
も
着
け
す
、
上
衣
雪
袴
で
、
あ
り
ふ
れ
た
卓
子
の
上
に
立
っ
て
る
る
。

　
そ
の
他
の
入
物
の
服
装
も
、
各
地
か
ら
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
へ
集
っ
て
來
た
そ
の
ま
〉
の
千
差
萬
別
で
、

　
ピ
。
｝
2
脅
男
鎗
毒
。
の
廣
間
の
卒
氣
な
く
が
ら
ん
ご
し
た
趣
き
さ
へ
、
其
ま
、
に
、
寓
さ
れ
て
み
る
。

　
そ
れ
で
み
て
、
或
は
、
正
確
に
云
へ
ば
、
そ
れ
の
故
に
、
邸
ち
，
そ
の
寓
實
の
徹
底
の
故
に
、
此
絡
は
そ
の
豊

　
く
事
件
の
最
高
の
革
命
的
、
道
徳
的
意
義
を
、
堂
々
ご
、
あ
ら
は
し
て
遽
憾
が
な
い
。
此
種
の
歴
史
的

　
事
件
を
、
之
程
の
大
裡
面
に
汲
ふ
に
は
、
必
ず
、
そ
れ
を
古
代
風
に
假
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
ご
考
へ

　
だ
書
壇
の
迷
妄
は
ダ
ヅ
イ
の
此
作
に
於
い
て
、
完
全
に
打
破
さ
れ
て
る
る
ご
云
っ
て
賢
い
。

　
　
ダ
ヅ
イ
は
、
琴
芝
に
於
い
て
、
堕
在
を
奪
重
し
て
る
る
ば
か
り
で
な
く
、
亦
、
個
々
の
人
物
を
扱
ふ
に

　
就
い
て
も
、
嚴
密
な
寓
實
の
要
求
か
ら
離
れ
て
み
な
い
。
着
衣
の
ま
、
之
を
描
く
の
は
不
正
確
に

　
隔
る
磯
會
を
多
く
す
る
こ
い
ふ
理
れ
か
ら
、
彼
は
、
前
挿
の
人
物
す
べ
て
を
、
先
づ
、
裸
燈
に
あ
ら
は
し
、

　
然
」
る
後
、
漸
次
に
、
彼
等
を
被
ふ
て
行
く
方
法
を
取
っ
た
。
（
一
。
）
の
み
な
ら
す
、
能
ふ
限
り
、
そ
れ
み
＼
の
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あ
ら
は
す
實
際
の
入
物
に
ボ
オ
ズ
せ
し
め
て
、
直
に
砲
身
の
上
に
、
或
は
、
別
に
、
そ
の
肯
像
を
作
っ
て

み
る
の
で
、
審
崖
ざ
℃
｝
ぴ
ぴ
ひ
9
爵
9
統
督
憲
ぎ
σ
畠
∫
等
は
、
斯
る
準
備
的
研
究
の
後
に
、
描
か
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
全
禮
の
彩
色
に
就
い
て
も
ダ
ヅ
イ
は
極
度
の
正
確
を
期
し
た
ご
想
像
さ
れ
る
○
書
稿
中
の
人

物
の
着
地
さ
れ
だ
も
の
を
薫
れ
ば
此
事
は
明
か
で
、
そ
れ
等
は
、
除
b
の
翼
々
か
ら
、
寧
ろ
、
不
喩
決
な

色
を
示
し
て
み
る
も
の
が
多
い
。
（
＝
）

　
い
。
甘
⊆
臼
勺
き
言
。
の
次
に
來
る
ダ
ヅ
イ
の
革
命
書
は
屋
畠
9
H
b
覧
出
身
興
で
あ
る
が
、
之
は
、
前
に
云

っ
た
如
く
、
現
存
し
な
い
か
或
は
、
そ
の
所
在
が
、
今
、
明
か
で
な
い
8
5
し
か
し
、
同
）
痔
。
欝
ゆ
等
の
記
蓮

に
よ
っ
て
、
ダ
ヅ
イ
が
そ
の
製
作
に
就
い
て
の
用
意
マ
」
、
そ
の
構
圖
の
大
贈
　
ご
は
知
る
こ
ご
が
出
來

る
。
彼
ご
同
く
∩
9
く
6
包
。
甕
9
で
、
同
く
、
山
善
十
六
世
の
死
に
賛
成
投
票
し
た
屋
9
⊆
困
b
℃
亀
9
巽
〔
げ

○
り
9
算
丁
丁
σ
q
§
μ
が
奮
親
衛
下
国
蔚
に
暗
殺
さ
れ
た
の
は
一
七
九
三
年
一
月
二
十
日
、
」
即
ち
、
此
投
票

後
三
日
の
こ
ご
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
」
日
、
路
易
十
六
世
は
死
に
、
つ
い
で
、
二
十
四
日
，
盛
大
な
儀
式

の
う
ち
に
、
ル
ペ
レ
チ
ェ
の
遽
骸
は
パ
ン
テ
オ
ン
へ
葬
ら
れ
た
っ
此
日
、
ダ
ヅ
イ
は
、
コ
ン
ヅ
ア
ン
シ

ヨ
ン
に
於
い
て
、
ル
ペ
レ
チ
エ
紀
念
像
の
建
設
を
提
議
し
た
が
、
彼
自
ら
も
、
之
よ
り
さ
き
、
そ
の
屍
を

あ
ら
は
す
絡
の
製
作
に
か
、
つ
て
み
た
。
す
な
は
ち
、
始
め
、
彼
は
、
雄
藩
2
巷
象
毎
。
9
。
邑
§
δ
「
∩
鐸
に

　
　
　
　
十
九
世
紀
前
牛
の
佛
蔚
西
盈
壇
に
於
け
る
爲
實
主
義
の
憂
遜
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



壬s6

　
　
　
　
哲
學
研
究
笙
臼
三
＋
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

云
っ
て
、
鶏
一
朋
、
小
刀
一
口
を
取
寄
せ
、
死
魔
に
白
布
を
被
せ
て
、
上
か
ら
鶏
の
血
を
滴
ら
し
．
そ
の
滲

み
油
鼠
を
研
究
し
た
り
等
し
て
る
る
。
（
三
）
本
源
は
弟
子
の
O
ぎ
鼠
に
も
手
縛
は
せ
て
、
£
艶
）
そ
の

完
成
を
急
ぎ
、
こ
の
年
の
三
月
二
十
九
田
，
ダ
ヴ
イ
は
之
を
コ
ン
ゲ
ァ
ン
シ
ヨ
ン
に
提
供
、
寄
附
し
た
．
、

　
此
絵
の
二
二
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
ε
云
ふ
。
郎
ち
、
ル
ペ
レ
チ
エ
．
の
屍
は
床
上
に
安
概
さ
れ
、

そ
の
頭
に
は
月
桂
樹
枝
を
纒
ら
し
、
胸
部
は
、
露
は
さ
れ
て
、
深
傷
を
示
し
、
之
に
鯛
れ
ん
こ
し
て
、
そ
の

上
か
ら
、
親
衛
兵
の
劒
が
、
糸
に
吊
ら
れ
て
、
垂
れ
下
っ
て
み
る
。
此
劒
の
及
の
中
途
に
は
一
紙
片
が

貫
か
れ
て
懸
り
、
そ
れ
に
は
、
甘
　
く
0
8
　
雰
影
○
翻
身
隠
鴇
”
ρ
　
ご
記
さ
れ
、
書
面
の
下
繰
に
は
、
U
ρ
～
、
向
（
囲
ン

H
。
℃
巴
亀
巽
の
三
語
、
及
び
、
暗
殺
の
年
月
日
が
弾
ま
れ
る
。
胸
の
傷
ロ
か
ら
、
猫
、
血
が
滴
り
鵠
て
る
る

こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
中
世
の
地
獄
相
、
二
二
岡
に
は
一
實
際
、
書
面
に
血
を
濡
れ
落
し
た
か
ご
疑
は
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、

宗
激
雷
の
寓
罫
書
に
、
斯
く
の
如
く
、
血
を
あ
ら
は
す
こ
ご
は
、
グ
ヴ
イ
以
前
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て
、
稀

な
事
に
属
す
る
。
殊
に
、
筆
入
世
紀
の
書
論
は
、
管
掌
に
於
い
て
享
樂
的
、
後
篇
に
於
い
て
極
端
に
潔

癖
で
、
書
面
に
血
を
黙
出
　
す
る
如
き
は
、
革
命
直
前
ま
で
、
想
像
も
さ
れ
得
な
い
こ
ご
で
あ
っ
た
。
　
醗
…

る
に
、
グ
ヅ
イ
は
、
右
代
模
倣
、
理
想
美
論
の
清
潔
黒
雲
に
育
て
ら
れ
、
自
ら
、
こ
の
涙
の
首
領
で
あ
り
な

が
ら
、
一
旦
、
實
在
の
事
件
を
扱
ひ
、
今
上
の
蓮
に
就
く
ぐ
㌧
た
い
ち
に
、
實
在
の
深
底
」
即
ち
、
死
ご
血
ご
に



4S7

打
突
か
り
、
之
の
み
を
以
っ
て
叢
面
を
構
成
す
る
に
塘
算
し
て
み
な
い
。
こ
れ
は
、
勿
論
、
グ
ヅ
イ
が
、

潜
在
的
に
、
極
端
な
爲
實
ご
正
確
こ
の
藝
術
的
要
求
を
有
し
て
み
た
こ
ご
に
も
よ
ら
う
が
、
ま
た
、
こ

の
要
求
を
喚
び
画
し
、
之
を
、
直
接
．
満
足
せ
し
め
た
も
の
が
佛
繭
西
革
命
で
あ
る
こ
ご
も
看
過
す
二
〇

こ
ご
が
凄
気
な
い
◎
　
若
し
、
「
革
命
」
が
、
そ
の
、
急
速
、
豊
富
に
、
展
開
し
た
流
血
の
事
件
を
以
っ
て
、
張
く
、
ダ

ヅ
ィ
の
精
紳
を
打
ち
、
古
代
崇
拝
に
固
ま
っ
た
彼
の
頭
膿
の
外
垣
を
｝
時
、
破
っ
て
、
そ
の
う
ち
に
眠

っ
て
み
た
殆
ん
ざ
科
學
的
な
官
途
の
要
求
を
衝
き
萢
さ
な
か
っ
た
な
ら
、
ダ
ヅ
イ
は
、
永
久
に
、
嵩
0
7

君
＄
や
】
W
遷
叶
塁
を
書
い
て
み
た
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
ル
ペ
レ
チ
エ
の
死
膿
叢
は
、
前
に
云
っ
た
通
り
、
傳
存
せ
ぬ
か
ら
、
そ
の
素
心
ご
し
て
の
数
果
、

印
象
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
知
り
難
い
。
し
か
し
U
象
。
ぎ
。
に
よ
れ
ば
、
此
緯
は
次
に
書

か
れ
た
「
マ
ラ
ァ
」
に
は
劣
る
ご
い
ふ
。
（
…
六
）
軍
に
、
梼
想
の
上
か
ら
逼
れ
ば
、
前
者
が
〃
ペ
レ
チ
エ
の
死

骸
を
既
に
床
上
に
安
置
さ
れ
て
あ
ら
は
す
に
辞
し
、
後
者
は
、
両
面
に
刺
さ
れ
た
マ
ラ
ァ
を
、
そ
の
刺

さ
れ
た
時
の
姿
勢
に
於
い
て
、
そ
の
ま
、
洛
槽
の
う
ち
に
書
い
て
み
る
の
で
、
寓
實
の
翼
を
得
る
上

に
、
一
段
の
徹
底
を
示
し
て
み
る
こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
○

肝
マ
ラ
ア
を
暗
殺
し
た
の
が
シ
ャ
ル
ロ
ジ
ー
・
・
コ
ル
デ
イ
、
そ
の
日
が
一
七
九
三
年
七
月
ナ
三
日
で

あ
っ
た
こ
ご
は
入
の
知
る
底
で
、
今
更
、
細
説
を
要
し
な
い
。
し
か
し
、
「
マ
ラ
ァ
」
の
維
を
書
く
に
當
つ

　
　
　
　
十
・
九
惜
一
紀
晶
闘
牛
の
備
舘
聞
｝
閏
蟄
皿
唖
に
於
け
る
溜
り
謀
士
一
義
の
蹴
安
善
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
五



a－sg

　
　
　
　
折
慣
墨
幕
鱒
究
第
百
三
十
・
閃
凹
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ

て
の
ダ
ヅ
イ
の
態
度
、
氣
持
ち
を
知
る
爲
に
は
、
之
よ
り
少
し
瀕
っ
て
、
二
曲
の
画
風
の
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
か
を
明
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
澱
。
此
上
の
六
月
二
田
ま
で
は
、
稔
和
的
傾
向
の

ジ
ロ
ン
ド
黛
が
，
コ
ン
ヅ
ア
ン
シ
ヨ
ン
の
大
勢
を
支
配
し
て
ゐ
、
山
嶽
蕪
の
首
領
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
声
、
マ

ラ
ァ
等
を
、
カ
を
極
め
て
、
排
撃
し
て
止
ま
な
か
っ
た
。
郎
ち
、
四
月
十
三
日
の
コ
ン
ヅ
ア
ン
シ
ヨ
ン

は
、
九
十
二
に
劃
す
る
二
百
二
十
の
多
数
で
、
マ
ラ
ァ
の
歩
弓
を
可
決
し
て
み
る
。
週
日
、
喧
器
の
う

ち
に
、
ジ
ロ
ン
ド
蕪
の
H
、
盆
。
⇔
は
、
自
製
、
マ
ラ
ァ
を
親
て
、
「
今
こ
そ
、
此
場
か
ら
我
等
の
暗
殺
者
を
逐
ひ

梯
ふ
時
だ
」
ご
云
ふ
。
「
汝
等
こ
そ
晴
殺
人
だ
」
ビ
マ
ラ
ァ
が
酬
ひ
た
の
で
、
殆
ん
ざ
全
員
の
憤
怒
を
購

ひ
、
聖
母
概
を
生
じ
た
中
に
、
ダ
ヅ
イ
は
躍
り
出
て
彼
を
庇
ひ
、
「
吾
々
を
殺
せ
」
ビ
、
吃
暑
で
、
叫
び
廻
っ
た
○

稽
あ
っ
て
、
一
）
豊
山
が
、
「
グ
汀
イ
よ
、
汝
は
騙
さ
れ
て
み
る
の
だ
」
ビ
云
っ
た
の
に
、
「
決
し
て
」
，
ご
、
彼
は
磨
へ

て
る
る
。
（
一
七
）
同
月
二
十
四
日
、
革
命
養
畜
所
が
マ
ラ
ァ
を
無
罪
ご
鯛
〔
決
し
、
そ
の
聾
望
の
更
に
高
ま

っ
て
後
は
、
ダ
ヴ
イ
の
彼
に
饗
す
る
前
の
景
慕
は
一
種
の
信
仰
ε
ま
で
な
っ
た
○
（
｝
八
）

　
此
信
仰
の
封
象
が
、
蛙
か
何
か
の
や
う
に
、
浴
中
で
防
禦
の
法
も
な
く
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

グ
ヴ
イ
の
憤
慨
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
彼
が
こ
の
暗
殺
を
絡
に
し
た
の
も
、
憤
怒
の
回
り
の

復
讐
の
要
求
か
ら
で
、
絡
は
マ
ラ
ラ
の
性
格
の
あ
ら
ゆ
る
美
勲
を
誇
示
す
る
ご
同
時
に
、
虐
殺
さ
れ

た
肉
膿
の
悲
惨
の
状
を
、
そ
の
蒔
の
姿
勢
に
、
極
端
に
、
寓
實
的
に
書
い
て
．
観
衆
の
心
を
、
鰹
ら
、
暗
殺
者



つf
白

に
墨
す
る
憤
激
に
向
は
し
め
る
様
工
夫
さ
れ
て
る
る
。
（
｝
九
）
郎
ち
、
そ
の
構
騒
の
大
観
を
云
へ
ば
、
書

面
の
下
部
三
分
の
一
を
占
め
る
浴
槽
の
う
ち
に
、
善
は
そ
の
一
如
に
傾
き
登
り
、
左
手
は
一
紙
片
を

握
り
、
右
手
は
地
に
垂
れ
な
が
ら
、
そ
の
指
は
、
猶
、
ペ
ン
を
恵
ん
で
、
マ
ラ
ァ
が
倒
れ
て
み
る
。
左
手
の

鮮
脳
・
片
は
シ
知
・
ル
ロ
ソ
ト
・
コ
ル
デ
イ
が
、
マ
ラ
ァ
に
近
寄
る
欝
，
彼
に
海
煽
て
淀
誠
剛
六
国
凶
で
、
ン
、
の
上
に
は
、

彼
女
が
不
幸
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
彼
に
頼
り
得
る
充
分
の
理
爵
で
あ
る
ご
記
さ
れ
て
み
ろ
。

す
な
は
ち
、
嘉
暦
者
赤
身
も
．
マ
ラ
ァ
の
慈
悲
の
徳
を
羅
へ
て
る
る
こ
ざ
に
な
る
。
右
手
が
ペ
ン
を

放
さ
な
い
の
は
、
刺
さ
れ
た
時
、
彼
が
何
か
を
書
い
て
み
た
の
を
示
す
の
で
、
そ
の
文
句
は
、
卓
子
代
り

に
浴
槽
の
傍
に
置
か
れ
た
木
箱
の
上
に
記
さ
れ
て
み
る
○
そ
れ
に
は
「
茄
紙
幣
を
國
の
爲
父
を
失

へ
る
五
入
の
毒
見
の
骨
に
輿
へ
ら
る
べ
く
、
」
ご
あ
り
、
國
の
犠
牲
者
を
救
濟
中
に
一
．
ラ
ァ
の
殺
さ
れ

た
事
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
。
卓
子
に
使
は
れ
た
木
箱
が
彼
の
括
淡
、
清
貧
を
意
味
し
て
み
る

こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
や
う
に
、
ダ
ヅ
イ
は
、
何
等
、
象
徴
、
警
喩
の
肋
け
を
籍
ら
す
、
暗
殺
の

富
時
、
實
際
、
マ
ラ
ァ
の
身
遊
に
在
っ
た
物
、
若
く
は
、
在
り
得
た
も
の
、
み
で
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
．
爲
實
的

に
、
彼
の
諸
徳
性
、
そ
の
國
事
に
封
ず
る
精
概
を
あ
ら
は
す
に
成
功
し
て
み
る
。
次
に
、
斯
く
の
如
く

奪
敬
す
べ
き
マ
ラ
ァ
の
死
物
を
書
く
に
嘗
っ
て
、
グ
ヴ
イ
は
、
些
も
醜
悪
の
前
に
躊
荒
し
て
み
な
い
。

そ
の
階
響
町
た
や
ち
に
、
彼
は
、
マ
ラ
ァ
の
死
面
を
取
り
、
（
二
〇
）
そ
れ
に
糠
っ
て
、
此
維
の
顔
を
描
い
て

　
　
　
　
十
九
帯
…
紀
凸
醐
牛
の
佛
衡
…
餌
一
漁
銑
釣
晶
に
於
け
ろ
償
耐
偏
洲
山
土
合
州
の
幅
饗
一
帯
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
七
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囚
跨

み
る
の
で
、
最
後
の
苦
悶
に
深

だ
さ
れ
て
遣
憾
が
な
い
○
　
夏

蝉
虐
殺
あ
爵
、
死
屍
鼓
々
た
る

て
る
た
彼
を
見
た
も
の
が
あ

て
霊
か
れ
た
マ
ラ
ァ
の
死
膿

ら
鷲
黒
色
の
胸
郡
を
穗
ひ
、
蒼

の
深
い
も
の
が
あ
る
。
血
に

を
得
た
庭
か
ら
、
卓
筆
全
禮
を
、

あ
ら
ゆ
る
徳
を
辮
讃
し
、
他
方
、

は
、
つ
ね
に
、
之
で
も
彼
の
死
は

を
畢
げ
て
、
叫
ん
で
み
る
観
が

煽
動
力
を
有
す
る
の
で
、
此
絡

志
は
、
完
全
に
、
實
現
さ
れ
て
ゐ

　
グ
ヅ
イ
が
斯
か
る
意
一
匹
を

に
想
像
す
る
慮
で
は
な
く
、
彼
・

爵以るをあ惜羅馬蓼塗臼がる巴嫁く
らっ。以るくのこれのま，P里に刻

て
「
マ
ラ
ァ
」
を
書
い
た
ε
い
ふ
こ
ご
は
、
私
が
此
維
を
魏
て
、
勝
手

も
、
明
か
に
、
曲
事
を
云
っ
て
み
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
年
（
｝
七
九
三

ま
れ
な
が
ら
無
表
情
こ
な
っ
た
そ
の
不

就
い
て
も
、
ダ
ヴ
イ
は
實
地
の
研
究
を
怠

の
街
路
を
、
霊
轄
ご
鉛
筆
ご
を
手
に
、
惨
死

…
）
斯
か
る
準
備
的
研
究
の
後
に
、
最
も
強

く
、
鷺
ハ
に
池
っ
て
み
る
こ
ご
は
多
言
を
要

疋
布
へ
か
け
て
印
せ
ら
れ
た
血
痕
二
三

て
床
に
落
ち
た
七
首
も
、
芝
居
の
小
通
具

、
引
き
締
め
る
数
果
を
有
し
て
み
る
。
斯

死
膿
を
極
め
て
窮
實
朗
に
叢
き
鵠
だ
す

な
い
か
、
之
で
も
暗
殺
者
は
惜
む
べ
き
で

。
即
ち
，
そ
れ
は
、
輩
に
絵
書
ε
し
て
の
数

っ
て
、
マ
ラ
ァ
復
讐
の
芋
麺
に
供
し
や
う

ご歪なこく、ら照せい膿ら氣六
しのいご一しのぬ爲をな味入

な
形
は
寓
し
轟

か
っ
た
の
で
、
「
九

求
め
て
彷
程
し

實
の
意
志
を
以

。
そ
の
劇
傷
か

如
き
、
殊
に
、
印
象

か
ら
す
、
そ
の
眞

方
に
、
マ
ラ
フ
の

に
よ
つ
で
、
此
糟

か
ご
、
そ
の
理
山

外
，
ま
た
、
演
説
の

た
グ
ヅ
イ
の
意
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年
〉
十
∴
月
十
五
日
、
彼
が
此
絡
を
コ
ン
ヅ
ア
ン
シ
ヨ
ン
へ
賂
つ
た
時
の
演
説
に
於
い
て
い
、
そ
の
一

節
に
、
民
衆
の
要
求
に
よ
り
、
マ
ラ
ァ
の
復
讐
の
爲
に
、
之
を
吝
い
た
こ
、
彼
は
確
言
、
寧
ろ
、
揚
言
し
て
み

る
の
で
あ
る
Q
（
二
二
）

　
こ
の
や
う
な
意
圖
は
前
の
「
ル
ペ
レ
チ
エ
」
の
う
ち
に
9
も
、
明
か
に
、
あ
ら
は
れ
て
み
る
の
で
、
此
等
の

作
に
於
い
て
ダ
ヴ
イ
の
目
ざ
す
慮
は
、
要
す
る
に
、
實
在
に
何
等
の
虚
係
を
螂
へ
す
、
之
を
美
化
も
せ

す
、
却
っ
て
、
そ
の
醜
悪
、
喜
連
の
「
面
を
、
極
端
に
、
正
確
に
、
描
面
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
強
ぐ
、
人
を
打
た

う
こ
す
る
に
あ
る
。
し
か
し
、
彼
に
於
い
て
、
こ
れ
は
、
軍
に
人
を
驚
か
す
楡
快
の
爲
で
な
く
、
彼
宮
身

の
強
く
論
ず
る
憤
激
、
追
慕
、
復
讐
の
熟
情
を
、
人
に
も
強
く
傳
へ
ん
が
爲
に
外
な
ら
な
い
。
故
に
，
そ

の
抜
紋
は
、
あ
く
ま
で
、
實
在
に
忠
賓
で
あ
る
が
、
そ
の
意
想
ご
、
そ
の
狙
ふ
数
果
ご
は
軍
な
る
鴬
實
主

義
絡
書
の
素
語
を
、
著
く
、
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
此
事
が
，
部
ち
、
十
九
世
紀
前
宇
に
於
け

る
佛
蘭
西
属
隷
主
義
絡
書
の
最
も
顯
著
な
特
徴
を
な
し
、
之
に
そ
の
個
性
を
輿
へ
て
る
る
も
の
で

あ
る
こ
ご
は
、
後
に
、
そ
の
灘
遷
を
述
べ
て
ゆ
く
う
ち
に
、
農
ら
、
あ
き
ら
か
に
な
る
ご
信
ず
る
。

　
グ
ヅ
イ
が
革
命
時
代
の
最
後
の
寓
引
算
は
甘
託
喜
｝
崎
守
p
（
㌦
で
蔭
葺
ご
O
多
、
急
美
術
館
藏
）
三
．
．
）
で
，
之

も
、
前
二
者
ご
類
似
の
心
機
に
よ
り
、
同
様
の
事
件
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
】
七
九
三
年
の
冬
、

＜
B
象
。
地
方
に
起
つ
た
反
動
團
膿
の
暴
働
の
際
、
「
華
・
命
萬
歳
」
を
叫
ん
だ
勇
氣
か
ら
、
回
W
p
養
ビ
呼
ぶ

　
　
　
　
十
九
世
．
罷
軌
溺
小
†
の
佛
翻
剛
西
叢
壇
に
．
於
け
る
質
四
鱒
ハ
圭
”
講
の
幅
禁
撚
筑
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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七
〇

一
箇
年
の
虐
殺
さ
れ
た
こ
ご
が
あ
っ
た
。
（
二
濁
）
此
事
は
、
蓮
く
、
巴
里
に
聞
こ
え
て
、
同
年
十
二
月
二
十

八
日
、
買
ベ
ス
ピ
エ
ル
は
コ
ン
ゲ
ア
ソ
シ
ヨ
ン
で
そ
の
馳
参
の
演
説
を
し
、
遺
骸
は
パ
ン
テ
オ
ン
へ

葬
む
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
獅
後
、
代
議
士
野
臨
お
は
、
死
少
年
の
像
を
圓
版
に

醐
っ
て
各
地
の
小
勢
稜
へ
配
布
す
る
こ
ご
を
思
ひ
立
ち
、
そ
の
省
像
の
製
作
を
ダ
ヅ
イ
に
依
頼
し

元
○
　
ダ
ヅ
イ
は
、
一
氣
に
、
ム
き
、
ア
グ
イ
ニ
ヨ
ン
に
あ
る
等
覚
…
を
蟄
悔
い
ヤ
｛
が
、
そ
れ
を
仕
上
げ
る
に
は
及

ん
で
み
な
い
。

　
し
か
し
、
末
完
戎
で
あ
る
慮
か
ら
、
此
作
は
、
却
っ
て
、
一
種
の
潜
々
し
さ
を
有
し
、
之
が
そ
の
あ
ら
は

す
人
物
の
可
憐
ビ
俊
っ
て
。
グ
ヴ
イ
の
給
に
は
珍
し
い
清
楚
、
優
雅
の
趣
を
つ
く
っ
て
み
る
。
「
マ
ラ

ァ
」
の
糟
に
シ
や
川
副
ソ
ト
。
コ
〃
デ
イ
を
あ
ら
は
さ
な
か
っ
た
如
く
、
此
緯
に
も
、
グ
ヅ
イ
は
暴
行
者

の
群
を
書
い
て
紅
な
い
。
彼
等
は
既
に
去
り
、
そ
の
銃
劒
の
玩
物
こ
な
っ
た
少
年
バ
ラ
は
、
衣
服
を

剥
が
れ
、
髪
を
観
し
て
、
ひ
ε
り
、
地
上
に
倒
れ
翻
し
て
み
る
。
そ
の
爾
…
手
は
、
猶
、
胸
に
三
色
徽
章
を
緊

ε
握
っ
て
放
さ
な
い
。
此
徽
章
の
小
片
を
以
っ
て
、
た
や
ち
に
、
書
面
全
身
の
意
昧
を
理
解
せ
し
め

た
の
は
、
甚
だ
、
巧
妙
ε
云
は
ね
ば
な
ら
漁
が
、
更
に
戚
嘆
に
値
ひ
す
る
の
は
少
年
の
肉
膿
の
描
寓
で

あ
る
。
彼
は
此
期
十
三
歳
で
あ
っ
た
こ
云
ふ
が
、
そ
の
、
最
後
の
努
力
か
ら
少
し
暢
ぐ
や
う
に
開
い

　
　
　
　
　
　
く
あ
う

旋
あ
●
ざ
け
な
い
唇
も
こ
、
可
憐
に
閉
ぢ
ら
れ
た
眼
、
無
い
肉
の
顔
に
、
額
い
か
ら
頬
へ
か
け
て
、
み
だ
れ
か
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、
つ
た
髪
の
す
ぢ
、
子
供
ら
し
い
肩
先
き
か
ら
腰
へ
か
け
て
の
輪
廓
の
、
生
硬
9
な
が
ら
、
優
も
い
線
な

ご
、
や
が
て
襲
育
し
や
う
こ
し
て
、
未
だ
柔
軟
な
肉
膿
の
魅
惑
が
、
最
も
爲
實
的
に
、
如
何
に
も
よ
く
、
寓

し
幾
さ
れ
て
る
る
。

　
「
マ
ラ
ァ
」
の
絡
は
凄
喰
、
之
は
可
憐
，
一
は
、
活
惚
に
死
後
も
猫
伸
吟
ず
る
毒
蛇
の
如
く
、
他
は
、
地
上
に

踏
み
賄
ら
れ
た
百
合
花
に
似
る
も
の
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
寓
實
に
忠
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
、
そ

の
扱
ふ
人
物
に
よ
っ
て
、
斯
く
も
異
っ
た
憐
趣
を
あ
ら
は
し
、
些
の
澁
滞
を
示
さ
ぬ
の
は
、
眞
に
、
名
手

ご
云
は
ね
ば
な
ら
鎗
。

　
「
バ
ラ
」
を
最
後
ご
し
て
．
ダ
ヅ
イ
は
、
こ
の
後
、
革
命
の
事
件
を
書
い
て
み
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
年
、
師

ち
、
一
七
九
四
年
の
寄
月
に
は
、
彼
の
政
治
的
経
歴
も
、
亦
、
絡
っ
て
み
る
。
　
革
命
の
勃
二
言
家
こ
の
年

に
到
る
五
年
の
聞
の
ダ
ヅ
イ
の
製
作
は
、
省
高
書
を
外
に
し
て
は
、
以
上
観
て
來
た
四
個
の
絡
書
に

監
き
る
の
で
、
此
間
に
、
彼
が
、
一
も
、
古
代
模
倣
書
を
つ
く
っ
て
み
な
い
の
は
最
も
注
昌
に
値
す
る
。

　
此
等
四
個
の
作
は
、
今
ま
で
蓮
べ
て
來
だ
逼
り
、
い
つ
れ
も
、
現
實
の
事
件
に
そ
の
威
興
を
求
め
、
之

　
　
　
　
　
　
サ

を
正
確
に
描
寓
し
や
う
こ
す
る
寓
實
主
義
の
主
張
を
、
最
も
、
強
く
あ
ら
は
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
グ
ヅ
イ
は
、
斯
か
る
主
張
を
以
っ
て
そ
の
一
生
の
素
面
全
膿
を
貫
か
う
こ
し
た
の
で
は
な
「

く
、
そ
の
最
後
ま
で
、
理
想
こ
し
、
信
條
こ
し
た
虞
は
、
矢
張
り
，
舌
代
模
倣
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が

　
　
　
　
十
九
世
紀
前
雫
の
佛
蘭
西
跳
坑
に
於
け
る
窮
實
生
繭
の
憂
悪
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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哲
暴
研
究
第
百
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
二

此
等
運
脚
の
絡
書
を
え
が
い
た
の
は
、
革
命
ご
い
ふ
時
勢
の
カ
に
撃
つ
張
ら
れ
、
憲
き
込
ま
れ
、
…
時
，

全
く
、
そ
の
理
想
と
信
仰
ε
を
忘
れ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
○
但
、
此
忘
却
が
如
何
に
完
全
で
あ
っ
た

か
は
、
彼
が
、
革
命
家
こ
し
て
の
活
動
中
、
即
ち
一
七
八
九
年
か
ら
一
七
九
四
年
に
到
る
間
に
、
全
く
、
古

代
模
倣
書
を
つ
く
っ
て
み
な
い
の
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
、
之
は
、
要
す
る
に
、
一
時
の

現
象
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
に
そ
の
古
代
崇
拝
を
忘
れ
さ
せ
た
時
勢
の
カ
の
弛
む
ご
同
時
に
、
ダ
ヅ
ィ

は
、
忽
ち
、
爲
實
書
を
捨
て
、
復
．
極
端
な
古
代
模
倣
の
歴
史
書
に
脇
っ
て
み
る
。
　
す
な
は
ち
、
革
命
時
代

に
は
、
彼
は
些
些
の
事
件
の
み
を
寓
し
、
つ
や
く
「
帝
政
」
の
世
に
は
、
之
を
も
、
亦
、
歴
史
書
を
も
扱
っ
て
み

る
が
、
革
命
前
、
及
び
、
帝
政
以
後
に
あ
っ
て
は
、
決
し
て
、
同
時
代
の
事
件
を
潤
い
て
る
な
い
。
殊
に
、
フ

ラ
ル
ロ
ォ
の
後
、
ブ
ジ
ユ
ス
セ
ル
へ
隠
棲
し
て
か
ら
は
、
革
命
以
來
、
多
く
の
蒔
聞
ご
努
力
ご
を
、
「
室
く
」

寓
實
叢
に
費
し
た
の
を
悔
い
、
驚
く
べ
き
習
弊
を
以
つ
で
、
専
ら
、
歴
史
叢
の
製
作
に
學
ん
で
み
る
の

で
あ
る
Q
（
二
五
）
若
し
、
佛
蘭
西
箪
命
が
、
恰
も
、
彼
の
早
年
の
時
に
勃
登
せ
す
、
つ
い
で
、
「
帝
政
」
が
あ
ら
は
れ

す
、
ブ
ル
ガ
ン
王
朝
が
潤
和
に
績
い
て
る
た
な
ら
ば
、
ダ
ヅ
イ
は
、
決
し
て
、
そ
の
等
時
の
事
件
を
あ
ら

は
す
爲
實
叢
を
書
か
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

　
勿
論
、
何
々
が
漣
ら
な
か
っ
た
ら
、
或
は
、
斯
う
く
で
な
か
っ
た
ら
、
ご
い
ふ
の
は
，
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

の
鼻
の
高
さ
に
關
す
る
想
像
に
類
し
て
、
そ
の
下
の
句
は
文
法
上
の
禰
限
を
受
け
る
に
止
ま
る
で
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あ
．
ら
う
。
　
し
か
し
、
「
革
命
」
ご
、
そ
れ
が
登
生
せ
し
め
た
グ
ヅ
イ
の
爲
實
叢
ご
の
醐
係
は
、
之
ま
で
述
べ
，

て
來
た
慮
に
よ
っ
て
明
か
な
や
う
に
、
徐
り
に
直
接
で
あ
る
Q
前
者
が
な
か
っ
た
ら
、
後
者
も
、
亦
、
あ

ら
は
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
ご
考
へ
る
の
は
極
め
て
、
正
劇
な
こ
ご
に
す
ぎ
な
い
。
故
に
、
ダ
ヅ
イ

に
そ
の
古
代
信
仰
を
一
時
忘
れ
さ
し
、
彼
に
強
ひ
て
鷹
聖
書
を
つ
く
ら
し
、
ひ
い
て
、
十
九
世
紀
叢
界

の
寓
實
主
義
立
動
に
そ
の
城
端
を
輿
へ
た
も
の
は
佛
蘭
西
革
命
に
外
な
ら
い
ご
云
ひ
得
る
の
ε

あ
る
。

　
革
命
時
代
の
佛
蘭
・
西
書
壇
を
支
配
す
る
事
實
は
、
軍
に
表
面
か
ら
槻
れ
ば
、
グ
ヅ
4
の
政
治
的
勢

力
を
そ
の
背
景
ご
す
る
古
代
模
倣
主
義
の
全
盛
で
め
る
Q
け
れ
ご
も
、
既
に
、
此
時
に
、
未
だ
叢
界
の

一
傍
流
ε
し
て
“
は
あ
る
が
、
十
九
世
紀
書
壇
を
貫
蓮
す
る
寓
實
主
義
が
、
そ
の
最
も
鰻
正
な
、
し
か

も
、
綜
合
納
な
形
に
於
い
て
、
ダ
ヅ
イ
中
身
の
製
作
中
に
あ
ら
は
れ
て
み
る
こ
ご
を
看
過
し
得
な
い
○

聖
遷
西
革
命
は
、
政
治
上
の
み
な
ら
ず
、
文
明
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
π
つ
て
、
一
新
紀
元
を
劃
す
る

も
の
で
、
絡
叢
史
に
就
い
て
も
此
事
は
認
め
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、
そ
れ
は
死
時
代
が
ネ
オ
・
ク
ラ
シ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
し
る

ム
全
盛
期
の
始
め
を
標
す
か
ら
よ
り
も
、
寧
ろ
、
「
革
命
」
が
十
九
世
紀
寓
實
主
義
を
登
生
せ
し
め
た
こ

と
に
よ
っ
て
や
あ
ε
思
ふ
。

　
　
註

　
　
　
　
十
九
世
紀
前
雫
の
佛
蘭
四
叢
塩
に
於
け
ろ
窮
實
主
義
の
麓
趨
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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學
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究
第
冨
三
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

毛
類
へ
ば
、
ヴ
エ
ル
サ
イ
岩
美
衛
舳
眼
に
あ
る
U
£
・
】
二
。
鴇
…
も
。
冒
。
二
讐
呂
の
ぎ
潔
冨
。
自
＄
目
録
げ
ユ
。
除
げ
円
O
＞
。
ゆ
」
昌
O
い
・
弊
覧

革
命
畦
代
の
総
驚
の
詳
細
に
驕
し
て
に
鴨
炉
d
2
つ
F
回
㌧
〉
詳
h
箋
占
p
騨
曽
蕊
H
p
力
曾
o
H
【
惹
霧
。
二
．
き
葛
ぎ
．
閃
三
。
・
蕊
O
間
た
参
獺
9

ダ
グ
イ
が
「
革
命
し
及
び
「
帝
政
」
の
事
件
た
書
い
六
諸
作
た
「
爲
聖
霊
」
ミ
呼
ぶ
の
に
私
が
、
ひ
論
り
、
勝
手
に
、
す
る
庭
で
匡
な
い
。
銑
に

同
・
曾
p
ズ
霧
。
き
回
嬉
氏
ほ
、
之
ま
で
屡
を
害
い
力
霊
ハ
藩
の
う
ち
に
、
周
）
タ
、
同
門
ひ
鶏
蓉
。
の
｝
章
た
設
け
て
、
此
弊
の
作
奄
諭
C
て
る
る
。

ダ
ヅ
イ
が
革
命
政
治
家
書
し
て
の
経
歴
に
就
い
て
に
既
に
厳
い
れ

U
o
窓
。
ご
N
P
【
b
a
。
。
一
）
磐
一
臼
及
び
、
　
｝
三
旬
H
）
p
く
蔦
回
b
一
）
o
ぎ
【
器
目
b
三
ψ
］
∀
＜
峯

の
二
害
が
、
最
も
、
詳
く
艶
し
て
み
る
。

U
o
ぽ
Q
H
甕
ρ
U
婁
｝
〔
ヂ
憎
H
v
齢
回
爲
－
這
い
●
男
。
ω
〇
三
ぎ
押
U
菰
乙
”
H
、
●
心
p

U
o
H
α
o
目
震
o
u
同
y
ゑ
9
同
肖
u
．
嵩
回
－
昌
ド

伺
、
一
）
．
囲
博
悼
．

前
號
、
第
二
館
、
註
（
十
七
y
坐
参
照
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

嗣
、
同
．
詮
ハ
十
三
y
た
勢
望
。
　
H
b
冒
一
島
。
穿
話
ち
の
霊
稿
ほ
、
今
、
数
種
霧
す
る
。
そ
の
う
ち
、
最
も
、
大
き
く
，
且
、
完
金
な
の
ば
、
ル

ゥ
ヴ
ル
に
』
の
る
、
縫
四
米
突
、
　
高
価
山
ハ
米
針
山
ハ
○
の
蹴
島
布
に
矯
か
れ
負
も
の
で
」
の
ろ
。
ご
し
獄
9
嵩
N
（
w
魑
　
回
）
穿
く
　
負
｝
ぎ
　
同
い
評
Z
o
陣
o
N
．
　
に
よ
れ
■
匡
、
之

は
、
七
九
一
年
の
サ
ロ
ン
に
陳
列
さ
れ
穴
の
定
同
じ
物
で
あ
る
。
此
外
、
レ
円
霧
ひ
。
9
影
p
註
9
に
ぼ
、
一
入
二
〇
年
頃
、
ダ
ヅ
イ
の
指
導
の
下
に
、

霊
家
｝
謡
§
9
の
作
つ
六
製
本
が
あ
ろ
Q
（
ぎ
ω
窪
ぎ
ポ
｛
v
●
目
魯
）
之
に
、
ル
ウ
ヅ
ル
の
叢
叢
よ
り
ぱ
小
さ
い
が
、
全
薩
に
わ
六
っ
て
彩
色
さ
れ
て
る

る
の
為
狩
色
ミ
す
ろ
。
ヅ
エ
レ
サ
イ
ユ
美
術
館
に
も
、
全
都
の
白
露
為
】
種
蕪
す
う
が
、
そ
の
徳
來
に
就
い
て
に
、
資
料
参
考
の
不
自
白
か
ら
、

既
稿
潜
終
採
ろ
ま
で
に
に
、
侮
も
知
る
事
が
繊
來
な
か
つ
堪
り

此
方
法
に
、
目
b
｝
。
餌
創
。
｝
、
”
巷
δ
の
み
な
ら
す
、
ダ
ヅ
イ
が
、
大
作
か
準
備
す
る
の
に
、
常
に
用
ひ
糞
慮
で
、
そ
の
う
ち
の
人
物
為
、
全
裸
、
畦

に
ぱ
、
骸
骨
に
し
て
あ
ら
乱
し
六
素
描
が
、
佛
蕩
西
、
白
埴
義
の
諸
爽
宿
館
、
並
び
に
、
個
入
の
問
に
、
多
数
、
捧
へ
ら
れ
て
る
ろ
。
特
に

督
。
痢
。
自
島
o
H
、
p
¢
昌
μ
o
に
．
就
い
て
一
門
へ
ば
、
箆
瓜
認
闘
右
書
の
’
窯
山
門
甑
昌
島
．
義
甲
。
プ
の
一
鮮
為
裸
燈
に
r
描
い
二
一
b
の
が
ル
山
ソ
グ
ル
に
』
の
ろ
が
、
・
て
れ
自
舅
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VVvvLJ　V
亡
し
ヅ
、
槻
て
も
、
甚
だ
、
立
派
な
一
、
の
で
あ
ろ
。

琵
等
の
着
払
が
、
ダ
ヴ
イ
自
身
の
手
に
な
り
、
後
入
の
糠
へ
六
も
の
で
な
い
こ
ミ
に
μ
づ
。
ま
。
ぎ
＼
ρ
譲
．
・
麗
点
心
協
に
よ
っ
て
、
明
か
で
あ
る
。

前
號
㍉
第
二
節
、
註
ハ
十
七
）
た
塾
照
。

π
o
汚
三
M
峯
一
甲
胃
⇔
く
一
（
ポ
剛
げ
目
＝
。

じ
」
α
。
ぎ
3
一
．
・
綴
ρ
に
よ
れ
ば
、
（
｝
曾
怨
の
手
傳
つ
☆
の
ぱ
胴
金
，
及
び
、
衣
服
、
器
物
等
の
大
部
分
で
、
頭
に
〆
ヴ
イ
が
霊
い
糞
の
で
あ
る

　
、
　
、
Q

ミ
レ
3

U
竃
。
ぎ
。
L
．
｛
、
●
韻
い
i
綴
い
に
採
る
。

同
、
一
ソ
．
H
い
い
．

同
、
囲
り
囲
3
目
い
ω
1
剛
凱
轟
．

同
、
H
星
．
羨
轟
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
，

．
．
ン
碁
二
、
の
総
ば
》
今
、
プ
リ
麦
セ
ル
の
》
H
・
謬
言
鼠
。
・
登
げ
H
、
量
・
ま
焦
賊
さ
れ
て
か
ろ
Q
二
布
に
霊
か
れ
、
そ
の
大
さ
採
、
縫
一
米

突
六
〇
、
濡
コ
血
不
吉
二
五
〇
ダ
ヅ
イ
自
尊
の
作
つ
衰
・
て
の
里
言
が
ラ
ン
ス
，
美
術
舳
嶋
に
あ
る
。
之
も
、
布
地
で
、
鵡
証
一
栄
突
一
〇
．
…
嶺
○
米
突
八
五

恩
田
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
あ
る
「
マ
ラ
ア
の
顔
」
の
素
描
も
彼
の
作
で
あ
る
。
ン
㌘
温
o
O
p
。
。
碁
ノ
三
9
の
満
総
の
「
マ
ラ
ァ
」
に
、
そ
の
暗
殺
さ
れ
六

後
の
胸
像
で
、
ダ
ヴ
イ
の
紛
定
さ
れ
う
が
確
か
で
な
い
。

ご
魁
。
血
莫
o
H
）
．
羨
轟
し
さ
ε
ρ

肩
U
磐
凶
ρ
岡
）
p
～
，
錺
●
や
悼
曾
：

閃
9
9
臨
≦
剖
O
p
＜
剛
ρ
岡
、
。
軌
嘉
．

布
地
、
縦
一
来
突
「
入
、
横
「
来
突
五
玉
、
h
」
H
δ
の
美
術
館
に
あ
ろ
の
に
之
の
張
本
で
あ
ろ
。

以
下
の
説
蓮
に
、
ご
。
日
α
⇔
ざ
N
ρ
同
、
・
O
P
犠
凱
に
採
る
。

そ
の
頃
、
ウ
エ
サ
ン
ト
ン
が
ダ
ヅ
イ
に
自
分
の
警
標
の
製
作
を
依
頼
し
象
髭
、
彼
に
、
歴
史
澄
以
外
の
も
の
に
霊
か
ぬ
こ
ピ
に
し
公
か
ら
ぐ
・
云

っ
て
臨
っ
て
み
る
〇

　
　
十
九
世
紀
前
小
†
の
佛
蘭
西
霊
漉
に
一
於
け
る
鴬
實
主
義
の
墾
藩
（
ご
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五


